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クリーン燃料アンモニア 普及に向けた状況
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2024年
20%混焼
実証完了

2025年
2MW級
専焼GT
実証完了

2026年
4万m3NH3燃料船

竣工予定

2023年
ｶﾞﾗｽ溶融炉
NH3燃焼実証

2026年
4万ﾄﾝ級ﾀﾝｸ建設中

2024年
ﾅﾌｻ分解炉

NH3燃焼実証提供：日本郵船

提供：AGC

提供：IHI

提供：IHI

提供：IHI

提供：IHI



クリーン燃料アンモニア 普及と成長に向けたロードマップ

燃料アンモニアの
導入イメージ
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2021 2025 2030 2040

発電(価格差支援)

一般産業
(熱利用・NH3クラッキング)

①電力向け中心にアンモニアの
大規模サプライチェーン・インフラ形成

②産業向け支援＋既存インフラ活用・拡張により
一般産業での導入加速

発電(LTDA)

②

①

2035

③③既存インフラと炭素税・規制・市場形成等により
自立した需要の出現・成長

用途・利用技術別

（2021－2024）

社会実装・燃転率の向上

商用インフラ整備
1GW発電設備での20％
燃料転換大規模実証

専焼GT 開発・実証

社会実装
商用インフラ整備

（初期インフラ活用により短縮）

高混焼大規模実証発電

石炭火力20%混焼
（～1GW）

石炭火力高混焼
（～1GW）

大型GTCC
（100MW~）

自
家
発 石炭火力20%混焼

中小型GT
（~55MW）

一
般
産
業(H

tA
)

産業用ボイラ

工業炉

アンモニアクラッキング
（水素供給）

舶用アンモニアエンジン
(次世代船舶)

開発・実証

開発・実証（ｶﾞﾗｽ溶融炉）

開発・実証 商用化

発電ロードマップと同じ

商用インフラ整備
（初期インフラ活用により短縮）

発電ロードマップと同じ

商用インフラ整備

利
用

貯
蔵

貯槽 商用4万ﾄﾝ級
10万ﾄﾝ級小容量，既に普及 商用展開

専焼GT 開発・実証
2MW級 商用インフラ整備

（初期インフラ活用により短縮）

：商用化・商用化予定

H2利用と協働

商用展開

商用展開

商用展開

商用インフラ整備
（初期インフラ活用により短縮）

40,000m3型
アンモニア燃料アンモニア輸送船



クリーン燃料アンモニア 普及と成長に向けた課題
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北海道
(苫小牧)

中京(碧南)

：アンモニアによる脱炭素拠点

：アンモニアによる脱炭素電源

※CFAA作成

✓ 2050年カーボンニュートラル達成のためには，大規模な水素・アンモニア需要
を創出する発電分野周辺において，脱炭素が困難な分野の産業における脱炭素
化推進が不可欠

✓ 今後の普及と成長に向けて，低コストNH3製造（革新的技術）が課題。利用にお
いては，徐々にアンモニア直接利用が広がってきているものの，大型GT，工業
炉利用開発の促進が必要。また，H2大規模利用に向けてアンモニアクラッキン
グの実証が期待される。

✓ アジア地域の持続的成長と脱炭素を両立させるために，国・地域における最適
な脱炭素ソリューションとして，日本の技術を活用したトランジションモデル
を提供する。

✓ 昨今の社会情勢や世界的インフレ等から，継続して脱炭素を推進していくため
には，予見性が高く，柔軟な制度，需要供給サイドへのインセンティブが必要

成長

アジア地域へ，最適な脱炭素
ソリューションを提供

日本各拠点にて，脱炭
素に向けた取り組み促進

※出典：外務省資料
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